
年 月 日

 TEL：

海外交流補助金 交付申込書

申込日 2025 6 10

公益財団法人 軽金属奨学会

軽金属　太郎

生年月日 西暦 1998 年 5 歳

現 住 所

〒

　　※ご自宅の住所と電話番号（携帯電話番号も可）をご記入ください。

TEL：

月 22 日 申込日年齢 27

参加方法 　対面参加　　・　　オンライン参加

所　　属

所属 （学校、学部、学科、教室名等詳しく記入してください。）

〇〇大学 大学院△△△研究科 ×××専攻

研究室名 ◇◇研究室 職位又は課程 博士課程2年

 所在地

〒

申
込
者

フリガナ ケイキンゾク　タロウ

氏　　名

541-〇〇〇〇

大阪市中央区久太郎町〇－〇－〇

 E-mail： grant@・・・・・.or.jp

06-0000-0000

 主催団体名
和文 〇〇〇〇協会

英文 ※上記を英語表記でご記入ください。

 参加する会議名
和文 〇〇〇に関する国際会議

英文 ※上記を英語表記でご記入ください。

Virtual Conference

都市名

 講演または
 発表題名

上付き、下付き文字
は入力できません。

和文 〇〇〇〇…

英文 ※上記を英語表記でご記入ください。

 参加資格  講演 ・ 発表 ・ その他（　　　　　　　　　　　）※聴講だけには助成はありません。

21

 開 催 地
国　名 オンライン会議

左記英語表記

24 日 まで

 会議参加の目的

〇〇〇〇…………

日 から 2023 年 7 月 開催期間 2025 年 7 月

見本

開催時の年齢が

50歳以上の方は申込不可

※省略せず正式名称を詳しくご記入ください。



a.

b.

c.

申請者の研究実績
2020年から2025年に発表した学術研究論文、学術研究書を発表年次の順に記載してください。
また、博士後期課程の方で学術研究論文等がない場合は、学会における発表について記載して
ください。

講演・発表の概要ま
たは会議での参加者
の役割

〇〇〇〇…………

申請対象会議に関し
て当会以外へ助成申
請をされていれば記
載してください。

申請機関名

助成金名称

助成申請額

上記助成の受給の可否

未決（いつ頃決定しますか。 頃）

受給できる

受給できない

論文題名
論文著者

発表誌名・巻・号・頁
発表年・月

※掲載順に全員を記載
※直近のものが上※

西暦表記

Effect of Magnesium Content‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥

Taro Keikinzoku,××××
××××,
△△△△△△△

Journal of Japan
Institute Metals and
Materials,Vol.00,
No.1(2024)pp.60-64

2024.1

Fabrication of ‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥Titanium‥‥‥

△△△△△△,
Taro Keikinzoku,
〇〇〇〇

Materials
Transactions,Vol.00,
Issue 7(2021),pp.1100-
1105

2021.7

High-temperature‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥Aluminum‥‥‥‥‥‥‥
‥

〇〇〇〇〇,
△△△△△△△,
Taro Keikinzoku

Materials Science &
Engineering A 00(2021),
pp.200-207

2021.1

前年度に当助成金を受けた方、

または同時に他の機関（所属大学等は除く）から同

様の助成金を受ける方には助成できませんのでご了

承ください。

発表年月「直近のものが上」に来るように軽金属に関する2020年～2025年の公表論文を記載して

ください。


